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２
月
14
日
、
前
橋
市
・
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
／

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、「
商
店
の
販
促
に
効
果
的
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
法
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催

し
た
。
講
師
は
、
お
ぐ
ま
式
Ｐ
Ｏ
Ｐ
塾

代
表
・
小
熊
憲
之
氏
。

　

小
熊
氏
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
本
質
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
継
続
的

な
情
報
発
信
は
も
ち
ろ
ん
、
い
か
に
し

て
気
の
利
い
た
商
品
コ
メ
ン
ト
を
書
け

る
か
が
勝
負
と
な
る
。そ
の
た
め
に
は
、

売
り
手
が
自
ら
商
品
に
対
す
る
使
用
実

感
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
実
際

に
商
品
に
触
れ
て
み
る
こ
と
で
、
リ
ア

ル
な
コ
メ
ン
ト
を
書
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
」
と
述
べ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

販
促
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

２
月
15
日
、
高
崎
市
・
組
合
事
務
所

に
お
い
て
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を

開
催
し
た
。
講
師
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
わ
ん
だ
ふ
る
代
表
理
事
・
赤
羽

潤
子
氏
。

　

赤
羽
氏
は
「
災
害
の
際
に
最
も
大
切

な
の
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と

い
う
『
自
助
』
の
精
神
で
あ
る
。
加
え

て
商
店
主
に
は
、
来
街
者
を
守
る
と
い

う
『
共
助
』
の
精
神
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
災
害
の
際
、
来
街
者
を
い
か
に
し

て
迅
速
に
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
る

か
を
日
頃
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
商

店
街
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
り
、
新

た
な
街
の
個
性
と
な
る
」
と
述
べ
、
地

域
商
店
街
の
役
割
を
提
示
し
た
。

　

２
月
25
日
、
桐
生
市
・
桐
生
商
工
会

議
所
会
館
に
お
い
て
、「
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
〜
商
店
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〜
」を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催

し
た
。
講
師
は
、
株
式
会
社
Ｆ
ｅ
ｅ
ｌ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
代
表

取
締
役
・
桐
生
純
子
氏
。

　

桐
生
氏
は
「
来
街
者
は
商
店
主
や
店

員
か
ら
受
け
た
印
象
を
そ
の
ま
ま
街
や

地
域
の
印
象
と
し
て
と
ら
え
が
ち
で
あ

る
。
地
域
の
顔
で
あ
る
商
店
主
は
日
頃

か
ら
心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
や
相
手
の
話

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
を
心
掛
け
、

来
街
者
に
『
共
感
』
や
『
安
心
感
』
を

与
え
る
存
在
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
、
商
店
街
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
諦
に
つ
い
て
語
っ
た
。
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　群馬県商店街振興組合連合会（今川守会長）では、毎年、各地域の商店街を対象に、
様々な経営課題に対応した講習会を実施しています。
　本稿では、２月に開催した３つの組合員向け講習会をご紹介いたします。
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